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○事務局　乾社長，井手さん，小林さん，ご
発表ありがとうございました．
では，ここからは Q＆ Aセッション，議
論の時間に移りたいと思います．ご質問，コ
メントございます方は挙手，またはミュート
を外してのご発言をお願いいたします．
サカモトさん，お願いします．

○サカモト　ありがとうございます．小林さ
ん，そして井手さん，乾さん，発表の方をあ
りがとうございました．
小林さんに二つ質問があります．一つは地
熱を新しくつくるときに，給湯優先を原則と
して規定している．この規定を温泉事業者側
に説明するときに，具体的にどういった数字
をもってご説明されているのかというとこ
ろ．
二つ目がバイナリーの地熱発電で稼ぐこと
ができる温泉事業者というのは，日本にどれ
ぐらいいるのかなというところを知りたく
て．例えばバイナリーで稼ぐことができる温
泉事業者さんは，温度はこれぐらいとか，具
体的な基準があれば，そういった部分を教え
ていただければと思っております．以上の二
つです．お願いします．

○小林　まず 1番目の，既設源泉を活用する
というのは，先ほどちょっと当社乾の方から

もありましたように，大規模なものは非常に
リスクが高いです．というのは温泉を掘って
も当たるとは限りませんし，当たっても必要
な温度・温泉量が出るとは限りません．
それで，私どもは基本的には蒸気井，自噴
している井戸が地元にあれば，そこの方々と
お話をし，給湯への影響はこういうことで低
減できますという理解を深めた上で，一部を
発電に一緒に使いましょうというお話を進め
ています．
ですから，あくまで地元の給湯事業者と非
常に細かく，問題がないように，かなり長い
期間お話をして行うようにしています．いき
なり当社が地元に入り，源泉を貸してくださ
いということはないです．その源泉がどうい
う能力かというのも分からないと使えません
ので，双方で調べるものは調べたりしながら，
使える源泉を使っています．
それから 2番目の稼ぐということですが，
バイナリー発電で稼ぐということは，極端に
いえば高温の湧出量の多いものであれば，規
模の大きい発電設備が置けます．基本的には
規模が大きければ投資もかかりますが，発電
の収益は大きくなるということです．土湯の
発電所等の事例がよく紹介されますが，それ
はそういうことです．確か新聞では 1億円と
か書いてありましたけど，そういう収入が地
域に落ちるということになると思います．
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何℃あればいいのかということですが，基
本的には百数十℃の源泉があるとか，湧出量
や蒸気量が多いほどいいわけです．蒸気量 1t
で 100kW程度ですので，蒸気量 2tならば
200kWというイメージです．
そういう源泉があれば，発電事業者と一緒
に，利益配分などを地元と決めてやっていく
ということになると思います．

○サカモト　ちなみに，例えば 110℃程度，
あとは 1t程度というものを保有している温
泉地というものは日本にどれぐらいあるのか
なと．平均が分からないので，平均よりも結
構日本でいろいろあるのかなと．

○小林　基本的には少ないと思います．とい
うのは自噴している源泉はあまり多くないか
らです．高い温度ですと，浴用などに使用す
るときに温度を低くするのが大変になりま
す．浴用であれば，温泉は 50 ～ 60℃程度で
いいのかもしれません．
源泉が 50 ～ 60℃程度であれば，地熱の豊
かな場所ではあまり深く掘る必要はないた
め，自噴井にならない場合も多いのではない
かと思います．

○サカモト　なるほど．

○小林　ただ，現状のように再生可能エネル
ギーで使おうとなれば，電気探査等をして，
いい熱源があれば，より深く，圧力の高いも
のを取り出せる場所もあるかもしれません．

○サカモト　ありがとうございました．

○事務局　ありがとうございます．他にコメ
ントなどございますでしょうか．
私の方からご質問させていただいてもよろ
しいでしょうか．小林さんと乾社長にご質問
させていただきたいと思います．
まず初めに小林さんに．先ほどの資料の中
に地域の温泉バイナリーを通して，新産業の
創出というものでコイの養殖の事例があった
と思うんですけれども．その養殖というもの
をスタートさせるまでに，地域のステークホ
ルダーだったりと，産業を始めるまでどうい
ったプロセスや，話し合いなどが行われてい
たのかということ．この話し合いに参加され
ていたのは，どういう方たちがいらっしゃっ
たのかということをお伺いしたいです．
もう 1点，乾社長には，地熱発電の事業を
始められて 20 年，その間に各地でシン・エ
ナジーさまも含め，いろんな会社が温泉バイ
ナリーや，地熱発電というものを日本でも取
り組んできたと思うんですが．この二十数年
間で，温泉事業者が地熱発電や温泉バイナリ
ー事業に対する反応や，それらがどのように
変化されていると感じていらっしゃるのかお
伺いしたいです．

○小林　私の方からお答えさせていただきま
す．
今日紹介した事例は，岐阜県の奥飛騨温泉
郷にあり，標高は 750 ～ 1000mぐらいにあ
ります．
温泉はありますが，ここで発電事業に携わ
ったときから，この温泉を何か地域の産業に
使えないかと，当社も一員となっている奥飛
騨自然エネルギー合同会社の皆さんと 2年ほ
ど話してきています．トマト栽培，カニやエ
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ビ養殖など，様々なものがありました．
結局，いろいろ話あったのですが，この地
域の方々は高齢者です．65 歳以上の人がす
ごく多いわけです．そうすると日々の管理，
収穫が必要なトマト栽培などはできないとい
うことでした．
それでも，地域の皆さんと新しい産業を興
そうと話し合いを続けてきました．2018 年
に余剰熱，熱水利活用事業という経産省の補
助金事業があり，地熱を利用できる事業を視
察させて頂きました．
実際に奥飛騨でできるものをいろいろ検討
した結果，ニシキゴイ養殖と木材乾燥という
ことになりましたが，移動の途中にあり，先
進的に熱水利活用に取り組んでいる新潟県十
日町市にも立ち寄ることになりました．
山古志村（現・長岡市）にニシキゴイを見
に行った際，実際にご案内してくれた方に奥
飛騨の条件を言ったときに，奥飛騨はニシキ
ゴイ養殖に非常に適していると言われまし
た．
温泉があるので，雪の深いときでも通年野
池で飼える．つまり，かなり大きくすること
ができるということでした．山古志では秋に
なると，里に全部コイを下げて，春先にまた
持ってくる必要があるそうです．
自動給餌器で餌をやれ，温度管理もセンサ
ーでできますので，定期的に誰かが見回り，
魚の様子を見るだけで済みますので，これな
ら高齢者でもできると思いました．
このため，当社が実際に試験池をつくって，

ニシキゴイの試験養殖を始めました．皆さん，
こんなふうになります，どうですか，やれそ
うですかというのを見せました．
その後，地元が行うには資金が足りません

ので，当社の方で池等は整備しました．地元
の方々はそれを引き継いで，コイを飼って，
養殖しているというのが実態です．私はこの
事業が，地域にとってもおもしろい事業にな
るのではないかなと，実は期待しています．

○乾　では，私の方から，先ほどの質問に対
して回答させていただきます．その前にコイ
のところで補足的に言うと，当初，当社とし
てやりたいということで，社内調整して申請
を上げようとしたんです．三井物産が当社の
20%の株主でして，事前に三井物産に説明し
たところ，それはシン・エナジーがやる仕事
ではない，地域の仕事として協力するのであ
れば OKということで，そういう裏話も実は
ありました．
確かにそのときのアドバイスを振り返れ
ば，われわれの集中するべき仕事というのは
エンジニアリングであって，そこではなかっ
たなということで，いまは協力者に回ってい
ます．
ご質問で，われわれは再生可能エネルギー
を手掛けているわけですが，25 年のうちの
約 18 年ぐらいは省エネルギー専門で，工場
とかビルとか，そういうところの空調，ボイ
ラー，照明，エア，そのあたりの省エネルギ
ーのソリューションをずっとやってきたんで
すね．その技術を再エネに転用して，最初は
地熱からスタートしたのが事の経緯です．地
熱で実はまったく儲かっていませんで，どち
らかというと 7億も損をしているという状況
にあります．
先ほどの質問は，地熱保有者といいますか，
利害関係者の皆さま，温泉事業者を含め地域
がどういう目線でこの再エネ，または地熱を
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取り入れるようにムードが変わったかという
質問だと思うんです．
実は，小国から始まっているんですけど，
その後は別府，霧島，鹿児島ですね．指宿，
小浜，秋田，北海道，伊豆，あらゆるところ
に行ってきました．今言ったところは，だい
たい 100℃以上あるところです．いわゆるフ
ラッシュもできるし，大型の地熱もできるし，
バイナリーもできるエリアです．
大きく変わったかというと，あまり実は変
わっていないのではないかと思っています．
FIT40 円ですが，われわれは三つの機械をエ
ンジニアリングしてきた立場から言います
と，熱交換器，ポンプ関係を含めて，まだま
だ発電機自体のコストも高いし，地元は若干
リスクを感じるような事業と受け取っておら
れるのではないかなと思います．
ですので，われわれが奥飛騨でもやってい
るように，当社の出資と地元の出資の連係プ
レーでやるんですけれども，実は当社も奥飛
騨で井戸を 2本掘ったんですが，両方とも外
れでした．ここまでで，1 億 5000 万円かか
っています．その後，2本，地元の方と一緒
に掘っているんですけど，これは 2本とも当
たっているんですね．それが先ほどの 1号バ
イナリーと 2号バイナリーになっています．
雲仙に関しては，もともとあった泉源を利
用しています．雲仙もまだ他にも井戸がたく
さんあって，高温熱水のエリアですので，井
戸から出た温水，または蒸気を実はたくさん
捨てているんです．まだまだ可能性があるん
ですけれども，その機械とエンジニアリング
のマッチングとか，先ほどのみんながそれを
こぞって前向きにやるというムーブメントま
でにはなっていないし，今後なるのかなとい

う状況に，地熱は置かれているのではないか
なと考えています．

○事務局　ありがとうございました．

○諸富　諸富です．いいでしょうか．大変興
味深いご紹介をいただきまして，ありがとう
ございました．
井手さんに見せていただき，久しぶりに温
泉発電機の内部を見せてもらったんですけれ
ども．当時，私が見せていただいたときは，
KOBELCOのものだったと思います．装置
も替わってしまった．ただそれで，ちゃんと
動いているというのを見て，素晴らしいなと
思いました．
小林さんの説明にもあったんですけれど
も，KOBELCOの機械が駄目だったのかな
と思っていたんですけれども，お話を聞くと，
飛騨でちゃんと動いているということですか
ら，よっぽど小浜温泉のスケール問題，小浜
の特有の問題をどうマネージするかというの
が，相当難しかったのかなということで，今
日は写真も含めて，いろいろと小林さんに詳
細をお聞きしてすごく面白かったです．
なかなか強敵ですよね．それをかなりの年
月をかけて，どうコントロールしたらいいの
か．あと薬剤の話も出てきていましたけれど
も，ああいう薬剤をどう使えばコントロール
できるか．本当にトライ・アンド・エラーで
やってこられたのかなと思って，すごく感心
しながらお話を伺いました．
ノウハウをここまで確立されたということ
を，ぜひ今後も生かしていただきたいなとい
うのが正直な気持ちです．いま事務局の中村
さんの質問に対する話にもありましたよう
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に，すごく雰囲気が盛り上がっているという
わけでもまだないということですが，ただ飛
騨で 98％の稼働率というのは非常な効率で
すよね．
確か私がそれで思い出すのは，マニラ市全
体としてやっている木質バイオマスの発電設
備がだいたい 97％ですね．年間時間に対す
る稼働時間が 97％と聞いていまして，それ
を超える素晴らしいものなので．
だんだんノウハウができてきて，どうなん
でしょう，採算性を含めて上がってきている
ということにはなるんでしょうか．

○小林　給湯源泉を使用できれば温泉掘削の
費用がかかりません．しかし，先ほど乾から
もありましたように，設備が機能に比較して
非常に高いように思います．もう少し安くし
て頂けると，FIT価格 40 円を下げられ，国
民の負担の軽減になると思います．
バイナリー発電が普及すれば，設備も安く
なるように思います．バイナリー発電は CO2

の排出が非常に少ないので，多くの給湯源泉
で安価に導入できる機械を開発して頂きたい
と思っているところです．

○諸富　そこは常に，他の再エネの設備でも
問題になってきているところでしょう．特に
地熱に関しては，もう少しメーカーさん側で
も頑張っていただきたいなと．

○小林　そうですね．

○諸富　なるほど．ありがとうございます．
中村さん，他の方がいるのかなと思いますが，
確かツチダさんが挙げていたような気がしま

すが，どうでしょうか．

○事務局　ツチダさん．

○ツチダ　いいですか．聞こえていますか．
ツチダと言いますけれども．経営上の問題
を少しお聞きしたいんですけれども．
小浜のときに，コンペでメーカーに関係し
ている企業と張り合って，こちらが取られた
というお話だったと思うんですけれどもね．
基本的にシン・エナジーさんの競争力という
のはどの辺にあるのかということで，最後に
エンジニアリングとファイナンシャルサポー
トと，もう一つが，できるチームをつくるこ
とが大事なんだという説明だったと思うんで
すけれども．
そうすると，エンジニアリングということ
がポイントになると思うんですが，エンジニ
アリング能力というのはどういう意味での能
力なのか，もう少し具体的に説明いただけた
らと思うんですね．
それからもう一つ，財務的な問題ですけれ
ども．先ほどの説明で，小国町で数年試みた
けれども，結局撤退したというお話でした．
小浜の方でもかなり苦労されたようですけれ
ども，あまり財務的には苦労されたようなお
話はなかったわけなんですが，これはファイ
ナンスの関係ではどうなっているのか．
例えば小浜の方では設備投資は誰がして，
シン・エナジーさんの方はファイナンスの関
係ではどういう責任になっているのか，その
辺を．また小さい企業であれば，短期で投資
を回収しなければならないということが基本
的にはあると思うんですが，そういう雰囲気
があまりなかったものですから．その辺のフ
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ァイナンシャルサポートですか，この辺の具
体的な流れをもう少し教えていただければ．
もう一つは，先ほどのエンジニアとも関係
しますけれども，人材の育成とかリクルート．
お聞きしていると，いわゆる応用型の能力，
エンジニアリング能力，そこで勝負している
ような気がするわけですけれども．
そうなると，新人よりも能力のある人を，
どこかから引き抜いてというようなことなの
か．あるいはまた地域でということで，例え
ば飛騨でやっている人からリクルートという
ようなことがあるのか．あるいは能力開発．
HR戦略といいますか，その辺をお聞かせい
ただければと思います．

○乾　多岐にわたるご質問をありがとうござ
います．結構，経営的テーマも，または思想
的テーマも含まれておりまして，しっかり回
答できるか心配ですが．
まず冒頭の，エンジニアリングが非常に重
要だと．小浜においても，どういうエンジニ
アリングを施してきたかというのは，先ほど
の小林の説明を見ていただくと，多岐にわた
っていたというのがご理解いただけると思う
んですね．
もともと西技さんという，九州は地熱メッ
カエリアですから地熱のプロはたくさんいる
わけですね．当社はそういう意味では地熱の
プロではなかった．ここでコンペをよく採用
されたなと，私もいま思い返せば思うところ
です．
ただ，結局，もともと行っていた業者さん
が，うまくいっていなかった．選択肢として
は違う会社しかなかったというのもあったと
思うんですね．それで，当初 3年かかってで

きなかったことを当社が半年でやった．これ
は事実です．
そこでなぜできたかということなんですけ
ど．まず省エネのエンジニアリングと，東京
電力グループのメンバーも合流していまし
た，地熱技術，配管，熱交換，発電機側，冷
却など様々な技術視点で対応しました．結局，
背水の陣を敷いて対応していたからできたの
だと思います．
初めてだから失敗はつきものだという企業
風土なので，それが結局，いろいろなアイデ
アとか改善，またはこの配管をやってみたら
どうだろう，これは 500 万円かかる，1000
万円かかると．それを私たちがやろうという
ことで，どんどん投資したり，失敗したりの
繰り返しで，結局，最後に照準が定まってき
たのが，今回の小浜や奥飛騨です．
今はバイオマスをやっていますけれども，
そういったバイオマスのトラブルもどんどん
修練して，最終的な方向に導きつつあるなと
いうのが，当社の一つの企業バリューであっ
たり，プロセスなのかなと．
そういう意味ではリソース，いわゆる人材
に関してはまだまだ不足しています．先に 3
番目の質問に答えますと，中途採用するにも，
当然ゼネラリスト的な再エネ経験者というの
はいないわけです．
われわれは地熱だけではなくて，バイオマ
スも水力もやっています．スペシャリスト型
で機能しているのが水力です．
また技術部というのがあって，技術部は全
般の工事．例えば PVの工事とか，配管工事
とか，熱交換とか．あとは電気系統とか，そ
ういった再エネ全般に対応できるチーム構築
を進めています．



－ 22 －

財政と公共政策　第 43 巻第 1号（通巻第 69 号）2021 年 5 月

いまは，どちらかといえば新人教育をメイ
ンでやっていまして，5 年から 10 年かかる
と思っているんですが，苦労しています，正
直．中途採用と織り交ぜながらやった方がい
いと考えていますが，中途採用は日本の状況
を見ると，採用機能がうまく働いていないな
という気がします．
それは紹介会社が悪いのか，転職される，
または採用する側が悪いのかという問題はあ
ると思うんですけど，もう少し人材の流動と
成長というのはうまくやれる可能性は，僕は
あると思っています．特にこの再エネ関係は，
僕は成長分野だと思っているので，もう少し
既存のエンジニアリング人材が，こういった
分野に移動してくるというのは面白い世界だ
と思っています．
最後，ファイナンスに関してですが．正直，

小浜も 7年ぐらい経つと思うんですけど，当
初の 4，5 年はほぼ赤字です．途中で三井住
友のリース会社に借りたんですけど，リース
会社からも追い金してくださいとか，保証を
入れてくださいとか，小浜発電所という株式
会社をつくっているんですけれども，財務的
にシン・エナジーが支援してという状況でし
た．
一方で，奥飛騨第 1バイナリー発電所に関
してはほぼそういうことはなくて，地元の還
元とか，温水の供給とか，メンテナンスの経
費とかを含めて，潤沢に進めることができて
います．
そんな観点でファイナンスというのは，事
業が立ち行かなければ銀行は引いていきます
し，もともと実績の少ない，小型過ぎるもの
に関して，金融機関は非常に保守的ですし，
引き続き保守的だと思っています．

最近でもある水力発電所で，当社が出資者
で，地元が 6割出資者で，市町村もすごく推
しているプロジェクトにもかかわらず，資金
の融資がつかなくなりました．今現在もその
状況にあります．エンジニアリングもしっか
りしているのに．そういった状況で，ファイ
ナンスも脆弱だと思っています．
ですので，やはりトラックレコードをしっ
かり公表していくという活動が，今後も重要
だと思っていますし，当初は当社がメインで
持っても，後々地元の出資比率を増やすとか
というアレンジもしていかないと，なかなか
地元型発電所は今後も苦労するとファイナン
ス面からも見ております．以上です．

○ツチダ　追加でいいですか．ファイナンス
の関係ですが，確認ですけれども，小浜の設
備関係はシン・エナジーさんの所有ですね．

○乾　これも雲仙市に当初，地元の温泉組合，
または温泉事業者の方が共同出資で参加して
いただきたいということで嘆願したんですけ
ど，リスクがあるということで，それと一部
の人が出資されて一部の人が出資しないとい
うのもよくないと，そのときは雲仙市側が判
断されて，シン・エナジーが 100%持つ株式
会社に小浜はなっております．
一方で奥飛騨は，地元との連携になってお
ります．ですから融資も高山信用金庫が融資
になっています．

○ツチダ　それからもう一つ，人材の件です
けれども，イメージとしては各分野からスペ
シャリストを集めてやりだしたというイメー
ジで受け取ったんですが，最近は新規の人も
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採用して，今まで育てているということです
ね．社員さんは何名ぐらいで，スペシャリス
トとして集めた人は何人ぐらいいるんです
か．簡単なところでいいですけど．

○乾　全社員は約 150 名です．そのうち技術
集団が 20 名強ですね．完全技術だけやって
いるメンバーは．その中で，例えば東京電力

グループから移籍した者が 6，7名います．
今は技術部の 3分の 1ぐらいは新卒から採
用して，全員が理系とか工学系ではなくて，
一部文系のメンバーも技術部配属にしたりも
しています．

○ツチダ　どうもありがとうございました．
（終了）


